
図．ｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰの体積と加熱温度の関係(左)。1000℃まで加熱したｼﾞｵﾎﾟﾘﾏ

ｰと未加熱のｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰの XRD ｽﾍﾟｸﾄﾙ。加熱に伴うﾋﾟｰｸﾄｯﾌﾟｼﾌﾄは 5°(右)。 
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原料配合比を一定として、異なるﾒﾀｶｵﾘﾝでいくつかのｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰを作成し、それぞれの加熱による体積

変化を調査した。その結果、固化体にはひび割れが生ずるものの、冷却後は体積が減少した。体積の

減少幅はﾒﾀｶｵﾘﾝにより異なっていた。 
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1. 緒言 

ｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰはﾒﾀｶｵﾘﾝとｹｲ酸ｱﾙｶﾘを主原料とした三次元網目構造のｱﾙﾐﾉｼﾘｹｰﾄ(固化体)である。網目を構成す

る Al の電荷補償にｶﾁｵﾝを含むため、放射性金属元素の固定化材として適用研究がおこなわれている 1。複

数のﾒﾀｶｵﾘﾝを評価した結果、いずれも同程度の Cs 固定化能を示したがﾒｿ細孔分布に差があった 2。これは

網目構造中のｶﾁｵﾝ吸着ｻｲﾄの数は同程度であるが、網目構造の密度が不均一であることを示唆している。そ

のような固化体は、意図しない破壊の可能性があると考えた。そこで網目構造の不均一性除去の可能性を

検討するため固化体を加熱した時の体積変化とそれに伴う構造変化を調べた。 

2. 結果 

ｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰ板状固化体を乾燥後、1000℃ま

で大気中で加熱後除熱したところ、ひび割

れが見られたが、形状を維持しつつ加熱温

度に比例して体積が減少した。減少幅はﾒﾀ

ｶｵﾘﾝにより 31～46％であった。最も体積減

少が大きかったｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰの加熱温度と体

積の関係と加熱前後の XRD ﾊﾟﾀｰﾝを示す

(図)。XRD ﾊﾟﾀｰﾝは非晶質性を示し、ﾋﾟｰｸﾄ

ｯﾌﾟは温度に比例して低角側にｼﾌﾄした。 

3. 結論 

 調査したｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰは、いずれも 800℃以上で急激に体積が減少した。最も減少幅が大きかったｼﾞｵﾎﾟﾘﾏｰ

の加熱前のﾒｿ細孔容積の割合は 31%であった。したがって加熱による体積減少はﾒｿ孔の消失だけでは説明

できない。XRD ﾊﾟﾀｰﾝの変化はﾒｿｽｹｰﾙ以下の網目構造の密度変化を示唆しており、加熱により不均一さが

消失した可能性がある。このことから、加熱処理により固化体の長期的な安定性が増すことを期待される。 
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